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第
二
節

面
会
そ
の
他
の
交
流
に
つ
い
て
の
家
事
審
判
及
び
家
事
調
停
の
手
続
等
に
関
す
る
特
則

（
申
立
書
の
記
載
事
項
の
特
則
）

第
九
十
三
条

法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
外
国
返
還
援
助
の
決
定
若
し
く
は
法
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
日

本
国
面
会
交
流
援
助
の
決
定
を
受
け
た
者
又
は
子
の
返
還
の
申
立
て
を
し
た
者
が
、
子
と
の
面
会
そ
の
他
の
交
流
の

定
め
を
す
る
こ
と
又
は
そ
の
変
更
を
求
め
る
家
事
審
判
又
は
家
事
調
停
の
申
立
て
を
す
る
と
き
は
、
当
該
家
事
審
判

又
は
家
事
調
停
の
申
立
書
に
当
該
各
決
定
を
受
け
た
旨
又
は
子
の
返
還
の
申
立
て
を
し
た
旨
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
申
立
て
等
の
通
知
）

第
九
十
四
条

前
条
の
家
事
審
判
又
は
家
事
調
停
の
申
立
て
が
あ
っ
た
と
き
は
、
裁
判
所
書
記
官
は
、
速
や
か
に
、
そ

の
旨
を
外
務
大
臣
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
該
申
立
て
（
家
事
事
件
手
続
法
第
二
百
七
十
二
条
第
四
項
又

は
第
二
百
八
十
六
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
家
事
審
判
の
申
立
て
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
場
合
に
あ
っ
て

は
、
そ
の
申
立
て
。以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
係
る
審
判（
審
判
に
対
す
る
即
時
抗
告
が
さ
れ
た
場
合
に
あ
っ

て
は
、
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
の
審
判
に
代
わ
る
裁
判
）
が
確
定
し
た
と
き
又
は
当
該
申
立
て
に
係
る
家
事
審
判

事
件
若
し
く
は
家
事
調
停
事
件
が
裁
判
に
よ
ら
な
い
で
終
了
し
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

（
住
所
等
表
示
部
分
の
閲
覧
等
に
関
す
る
規
定
の
準
用
・
法
第
百
四
十
九
条
）

第
九
十
五
条

子
と
の
面
会
そ
の
他
の
交
流
の
定
め
を
す
る
こ
と
又
は
そ
の
変
更
を
求
め
る
家
事
審
判
の
申
立
て
に
係

る
事
件
の
記
録
中
の
住
所
等
表
示
部
分
に
関
す
る
家
事
事
件
手
続
法
第
四
十
七
条
第
三
項
の
申
立
て
に
つ
い
て
は
、

第
二
十
五
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

２

子
と
の
面
会
そ
の
他
の
交
流
に
つ
い
て
定
め
、
又
は
そ
の
変
更
に
つ
い
て
定
め
る
審
判
書
又
は
調
停
調
書
の
正
本

に
基
づ
く
強
制
執
行
の
申
立
て
に
係
る
事
件
の
記
録
中
に
法
第
五
条
第
四
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規

定
に
よ
り
外
務
大
臣
か
ら
提
供
を
受
け
た
情
報
が
記
載
さ
れ
、
又
は
記
録
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該

事
件
の
記
録
の
正
本
、
謄
本
又
は
抄
本
の
様
式
及
び
当
該
事
件
の
記
録
の
閲
覧
、
謄
写
若
し
く
は
複
製
又
は
そ
の
正

本
、
謄
本
若
し
く
は
抄
本
の
交
付
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
四
条
か
ら
第
二
十
六
条
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
四
章

雑
則

（
審
理
の
状
況
に
つ
い
て
の
説
明
の
求
め
の
方
式
・
法
第
百
五
十
一
条
）

第
九
十
六
条

法
第
百
五
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
説
明
の
求
め
は
、
書
面
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
本
案
事
件
が
係
属
す
る
裁
判
所
に
対
す
る
通
知
・
法
第
百
五
十
二
条
）

第
九
十
七
条

子
の
返
還
申
立
事
件
が
係
属
す
る
裁
判
所
の
裁
判
所
書
記
官
は
、
遅
滞
な
く
、
子
の
返
還
申
立
事
件
が

係
属
し
た
旨
を
当
該
子
の
返
還
申
立
事
件
に
係
る
子
に
つ
い
て
の
親
権
者
の
指
定
若
し
く
は
変
更
又
は
子
の
監
護
に

関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
判
事
件
（
人
事
訴
訟
法
第
三
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
附
帯
処
分
に
つ
い
て
の
裁
判

及
び
同
条
第
三
項
の
親
権
者
の
指
定
に
つ
い
て
の
裁
判
に
係
る
事
件
を
含
む
。）が
係
属
す
る
裁
判
所
（
当
該
子
の
返

還
申
立
事
件
の
記
録
上
判
明
し
て
い
る
も
の
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て「
本
案
事
件
が
係
属
す
る
裁
判
所
」と
い
う
。）

に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

子
の
返
還
申
立
事
件
が
終
了
し
た
と
き
は
、
裁
判
所
書
記
官
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
本
案
事
件
が
係
属
す
る

裁
判
所
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
法
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

最
高
裁
判
所
長
官

竹
Ä

博
允

〇
最
高
裁
判
所
規
則
第
六
号

執
行
官
の
手
数
料
及
び
費
用
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
三
日

最
高
裁
判
所

執
行
官
の
手
数
料
及
び
費
用
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

執
行
官
の
手
数
料
及
び
費
用
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
最
高
裁
判
所
規
則
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
二
十
六
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
子
の
監
護
を
解
く
た
め
に
必
要
な
行
為
）

第
二
十
六
条
の
三

国
際
的
な
子
の
奪
取
の
民
事
上
の
側
面
に
関
す
る
条
約
の
実
施
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年

法
律
第
四
十
八
号
）
第
百
四
十
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
子
の
監
護
を
解
く
た
め
に
必
要
な
行
為
を
す

る
場
合
の
手
数
料
の
額
は
、
二
万
五
千
円
と
す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
事
務
に
着
手
し
、
国
際
的
な
子
の
奪
取
の
民
事
上
の
側
面
に
関
す
る
条
約
の
実
施
に
関
す
る
法

律
に
よ
る
子
の
返
還
に
関
す
る
事
件
の
手
続
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
五
年
最
高
裁
判
所
規
則
第
五
号
）
第
八

十
九
条
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
事
由
に
よ
つ
て
そ
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
の
手
数
料
の
額

は
、
七
千
円
と
す
る
。

３

第
四
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
に
規
定
す
る
場
合
を
除
き
、
第
一
項
に
規
定
す
る
事
務
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
三
十
一
条
中
「
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
ま
で
」
の
下
に
「
、
第
二
十
六
条
の
三
第
一
項
」
を
加
え
る
。

第
三
十
二
条
中
「
第
二
十
六
条
の
二
」
を
「
第
二
十
六
条
の
三
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
第
三
項
中
「
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
ま
で
」
の
下
に
「
、
第
二
十
六
条
の
三
第
一
項
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
国
際
的
な
子
の
奪
取
の
民
事
上
の
側
面
に
関
す
る
条
約
の
実
施
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法

律
第
四
十
八
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

最
高
裁
判
所
長
官

竹
Ä

博
允

〇
最
高
裁
判
所
規
則
第
七
号

配
偶
者
暴
力
に
関
す
る
保
護
命
令
手
続
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
三
日

最
高
裁
判
所

配
偶
者
暴
力
に
関
す
る
保
護
命
令
手
続
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

配
偶
者
暴
力
に
関
す
る
保
護
命
令
手
続
規
則
（
平
成
十
三
年
最
高
裁
判
所
規
則
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

題
名
中
「
配
偶
者
暴
力
」
の
下
に
「
等
」
を
加
え
る
。

第
一
条
第
一
項
中
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
を
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力

の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

本
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
こ
の
規
則
の
準
用
・
法
第
二
十
八
条
の
二
）

第
十
一
条

前
各
条
の
規
定
は
、
法
第
二
十
八
条
の
二
に
規
定
す
る
関
係
に
あ
る
相
手
か
ら
の
暴
力
（
同
条
に
規
定
す

る
暴
力
を
い
う
。）及
び
当
該
暴
力
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
条
第
一
項
第
五

号
中
「
被
害
者
と
の
」
と
あ
る
の
は
「
被
害
者
（
法
第
二
十
八
条
の
二
に
規
定
す
る
関
係
に
あ
る
相
手
か
ら
の
暴
力

を
受
け
た
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）と
の
」
と
、
同
項
第
六
号
中
「
配
偶
者
」
と
あ
る
の
は
「
法

第
二
十
八
条
の
二
に
規
定
す
る
関
係
に
あ
る
相
手
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成

二
十
五
年
法
律
第
七
十
二
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
六
年
一
月
三
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

最
高
裁
判
所
長
官

竹
Ä

博
允

〇
経
済
産
業
省

国
土
交
通
省

環

境

省
告
示
第
百
六
十
九
号

特
定
特
殊
自
動
車
排
出
ガ
ス
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
十
二
条
第
三
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日
次
の
と
お
り
少
数
生
産
車
を
そ
の
型
式
に
つ
い
て
承
認
し
た
。

平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
三
日

経
済
産
業
大
臣

茂
木

敏
充

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

環
境
大
臣

石
原

伸
晃
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